
阪神・淡路大震災の教訓から防災士は誕生しました。

　いま、多くの自治体では防災士の養成が地域防災力向上に
有効であると認識され、これまで約 440の自治体が公費をもっ
て防災士の養成に取り組んでいます。また、地域の防災活動
のリーダーとして、自治体が委嘱する地域防災コーディネー
ターなどに、防災士が指名されたり、日本防災士会との防災
協定締結の事例も増えています。
     さらに、多くの自治体が地区防災計画の推進等に防災士の
活用を進めており、防災訓練はもとより、市民の防災意識啓
発についても防災士の役割が期待されています。

災害からの被害を最小限にとどめる、
地域防災力の担い手が「防災士」です。

　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊や家具の転倒の下敷き
となった人々の約８割を家族や近隣住民が救助した事で災害
時の民間力がクローズアップされました。こうした経験等を
教訓にして生まれたのが、地域の防災力の担い手となる防災
士です。
　地域住民の一人ひとりが、防災と減災の知識や技能を身に
つけて、災害に遭った時には、地域の人々が協力し合って被
災した人を救助したり、火災の初期消火等に努め、被害を最
小限にくい止め、地域全体が ”生き延びること” が重要です。

防災士は、災害時の避難所の運営、被災地支援ボランティア活動等にも 取り組みます。

〈我が家の安全〉
　家族と共に災害を予め想定して、我が
家の安全を図ること。 家の耐震補強、家
具固定、備蓄品の用意、家族間での安否
確認方法のとり決め、避難所や避難路の
確認など、家族が事前に備えることで被
害を軽減できることを実践しましょう。

〈職場の安全〉　
　職場の理解と協力のもと、建物の耐震
性の確認、ロッカーや書類庫・事務機等
の固定、水・食糧の備蓄、安否確認の方
法等、災害対応マニュアル作成やＢＣＰ
（事業継続計画）の整備に積極的に参画
しましょう。

〈地域の安全〉
　普段から消防団、自主防災組織、ボラ
ンティア組織などの活動に積極的に加わ
り、近隣とのつながりを大事にし、顔と
顔が見える関係をつくり上げるよう心掛
ける共に、各地域での「地区防災計画」
の推進に協力していきましょう。

地域自治体と連携した防災意識の啓発活動に、
防災士の活躍が期待されています。

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    
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200,022名
（2020 年 11月現在）

全国に防災士は

防災士養成・活動事業 実施事例特集

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

国土交通省との共催『マイ・タイムライン』研修会



日本防災士機構

防災士20万人を達成 P3

自治体の取り組み 

愛媛県 P5

自治体の取り組み

広島市 P7

防災士会の取り組み

日本防災士会 P9

日本防災士機構

防災・減災公開講座 P11

日本防災士機構

防災士フォローアップ研修会 P12

日本防災士機構

防災士表彰 P13

　
２
０
０
３
年
に
防
災
士
制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
１０
月
に
防
災
士
第
一
号
が
誕
生
し
て
か
ら
１７
年
、

２
０
2
０
年
１１
月
末
日
を
も
っ
て
防
災
士
の
累
計
は
２０
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
に
至
る

ま
で
防
災
士
の
養
成
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
防
災
士
の
構
想
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
出
発
点
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
て
実
際
に
２０
万
人
の
防
災
士
が
誕
生
し
て
、
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
状
況
を
見
ま
す
と
、

感
無
量
の
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
同
時
に
、
昨
今
の
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
の
被
害
を
み
る
に
つ
け
、

防
災
士
の
数
が
更
に
大
き
く
増
え
、
全
国
隈
な
く
い
き
わ
た
り
、
災
害
の
よ
り
少
な
い
社
会
に
貢
献

す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
念
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
に
お
い
て
は
、
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
、
２
０
１
９
年
の
台
風
１９
号
そ
し
て
「
令
和
２
年

７
月
豪
雨
」と
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
洪
水
が
各
地
で
発
生
し
、
そ
の
犠
牲
者
の
多
く
が
高
齢
者
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
も
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
然
災
害
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
国
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
と
と
も
に
、

宿
泊
施
設
や
飲
食
業
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
産
業
を
直
撃
し
て
経
済
危
機
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
防
疫
と
防
災
、
両
面
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
感
染
症
拡
大
は
、

防
災
対
策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
差
し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

大
規
模
災
害
時
の
避
難
と
避
難
所
運
営
で
す
。
今
年
の
九
州
を
襲
っ
た
豪
雨
を
契
機
に
国
や
関
係
機

関
は
い
ち
早
く
こ
の
問
題
に
対
応
し
、「
分
散
避
難
」の
推
奨
や「
感
染
症
拡
大
防
止
と
避
難
所
運
営
」

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
施
策
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
幸
い
な
こ

と
に
、
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
新
し
い
避
難
の
周
知
と
避
難
所
開
設
訓
練
に
は
多
く
の
防
災
士
が
先

頭
に
立
っ
て
、
地
域
住
民
へ
の
啓
発
に
当
た
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
士
の
強
み
は
地
域
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
、
全
国
津
々
浦
々
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
近
年
、
国
土
交
通
省
は
気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
う

手
法
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
普
及
に
当
た
っ
て
も
防
災
士
と
の
協
働
を
図
り
た
い
と
の
お
申

し
出
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
そ
の
取
組
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
国
や
自
治

体
、
公
的
機
関
が
定
め
た
方
針
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
、
被
害
を
大
き
く
軽
減
し
て
い
く
過
程
に
お
い

て
防
災
士
の
力
が
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
防
災
は
今
や
防
災
士
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
」
と
防
災
士
へ
の
期
待
を
語
る
有
識

者
も
お
ら
れ
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
豪
雨
洪
水
災
害
、
ま
た
国
難
災
害
と
危
惧

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
に
対
応
す
る
に
は
、
全
国
民
的
な
備
え
が
必
要
で
す
。

地
域
の
身
近
な
存
在
で
あ
る
防
災
士
が
そ
の
た
め
に
行
動
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
令
和
新
時
代
の
国
民
防
災
力
が
一
段
と
向
上
す
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
防
災
士
機
構

会 
長
　
國
松
　
孝
次

救
急
ヘ
リ
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長

元
警
察
庁
長
官

（

　
　
　
　
　
　　
）

自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う
防
災
士

    
２
０
２
０
年
に
２０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た

防災士養成事業
防災士活動

実施事例特集

防
災
士
制
度
の
あ
ゆ
み

年
月
（
西
暦
） 

1
9
9
9
年
12
月　

・
N
P
O
法
人
防
災
情
報
機
構（
会
長 

石
原
信
雄
）防
災
士
制
度
を
提
唱

2
0
0
1
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
設
立（
会
長 

石
原
信
雄
、常
任
顧
問 

関
根
則
之
）

2
0
0
2
年
7
月　

・
内
閣
府
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
の
認
証（
理
事
長 

玉
田
三
郎
）

2
0
0
2
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
評
議
員
会
発
会（
議
長
氏
家
齊
一
郎
就
任
）

2
0
0
3
年
3
月　

・
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会（
委
員
長
廣
井
脩
）　「
防
災
士
制
度
」を
答
申

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
情
報
機
構
よ
り「
防
災
士
制
度
事
業
」を
日
本
防
災
士
機
構
に
全
面
移
管

2
0
0
3
年
4
月　

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
第
1
回
通
常
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長 

貝
原
俊
民
、理
事
長 

宮
川
知
雄
、専
務
理
事 

玉
田
三
郎
就
任
）活
動
開
始

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
士
資
格
審
査
機
関
「
防
災
士
認
証
委
員
会
」設
置

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
士
教
本
を
編
纂
、
平
成
15
年
版
創
刊（
以
後
毎
年
度
、改
訂
版
発
行
）

2
0
0
3
年
6
月　

・
初
の
防
災
士
養
成
研
修
機
関
と
し
て
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
常
葉
大
学
、
日
本
経
営
教
育
セ
ン
タ
ー
を
認
証
委
員
会
認
定

2
0
0
3
年
6
月　

・
愛
知
県
が
自
治
体
と
し
て
始
め
て
「
防
災
士
養
成
事
業
」に
参
加

2
0
0
3
年
10
月　

・
防
災
士
第
1
号
認
証（
防
災
士
認
証
者
数
二
一
六
名
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
防
災
士
認
証
状
授
与
式（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
0
4
年
3
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
発
足
初
年
度
防
災
士
認
証
者
数
一
、五
八
一 

名

2
0
0
4
年
9
月　

・
全
国
消
防
長
会
に「
消
防
官
に
か
か
る
特
例
制
度
」
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
4
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
会
発
足（
代
表
幹
事 

小
宮
多
喜
次　
浦
野
修
就
任
）

2
0
0
6
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
一
万
名
達
成

2
0
0
6
年
5
月　

・
平
成
18
年
度
通
常
総
会
開
催（
会
長 

古
川
貞
二
郎
就
任
）

2
0
0
7
年
3
月　

・
日
本
赤
十
字
社
と
協
定
「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
に
か
か
る
特
例
」を
制
定

2
0
0
7
年
3
月　

・
国
立
大
学
と
し
て
始
め
て
徳
島
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
7
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
万 

名
達
成

2
0
0
8
年
5
月　

・
警
察
庁
に「
警
察
官
に
か
か
る
特
例
」制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
9
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
香
川
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
三
万
名
達
成

2
0
1
0
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
0
年
6
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
四
万
名
達
成

2
0
1
0
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
会
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
認
証
取
得（
理
事
長　
浦
野
修
就
任
）

2
0
1
2
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数 

五
万
名
達
成

2
0
1
2
年
9
月　

・
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
3
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
六
万
名
達
成

2
0
1
3
年
4
月　

・
日
本
消
防
協
会
に「
消
防
団
員
特
例
」
制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
1
3
年
4
月　

・
防
災
士
教
本
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
編
纂
・
発
行

2
0
1
3
年
10
月　

・「
防
災
士
誕
生
10
周
年
記
念
の
集
い
」
開
催（
会
場
：
仙
台
市
東
北
福
祉
大
学
け
や
き
ホ
ー
ル
）

2
0
1
3
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
七
万
名
達
成

2
0
1
4
年
4
月　

・
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
、鹿
児
島
大
学
、愛
媛
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
4
年
6
月　

・
平
成
26
年
度
通
常
総
会
開
催（
理
事
長
鈴
木
正
明
就
任
）

2
0
1
4
年
8
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
八
万
名
達
成

2
0
1
5
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
九
万
名
達
成

2
0
1
5
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
万
名
達
成

2
0
1
6
年
3
月　

・
防
災
士
10
万
人
記
念
大
会
開
催（
会
場
・
東
京
都
千
代
田
区
憲
政
記
念
館
）

　
　
　
　
　
　　
　
　（
来
賓
挨
拶 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
高
市
総
務
大
臣
・
河
野
防
災
担
当
大
臣
）

　               　
　

＊
記
念
式
典（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
1
6
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
一
万
名
達
成

2
0
1
6
年
6
月　

・
平
成
28
年
度
通
常
総
会
開
催（
会
長
國
松
孝
次
・
名
誉
会
長
古
川
貞
二
郎
就
任
）

2
0
1
6
年
9
月　

・
列
島
縦
断
防
災
・
減
災
公
開
講
座
を
開
設
・
全
国
各
都
市
で
連
続
開
催

2
0
1
6
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
二
万
名
達
成

2
0
1
7
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
三
万
名
達
成

2
0
1
7
年
5
月　

・
国
立
大
学
法
人
山
口
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
7
年
6
月　

・
平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催（
事
務
総
長
橋
本
茂
就
任
）

　
　
　
　
　
　
　

 

・
防
災
士
表
彰
制
度
制
定
2
個
人
4
団
体
表
彰（
以
降
毎
年
度
表
彰
実
施
）

2
0
1
7
年
9
月    

・
国
立
大
学
法
人
和
歌
山
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加　

2
0
1
7
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
四
万
名
達
成

2
0
1
8
年
1
月　

・
東
京
都
知
事
よ
り
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
可

2
0
1
8
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
五
万
名
達
成

2
0
1
8
年
６
月　

・
平
成
30
年
度
通
常
総
会
開
催（
理
事
長 

髙
田
恒 

就
任
）

2
0
1
8
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
六
万
名
達
成

2
0
1
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
七
万
名
達
成

2
0
1
9
年
10
月   

・
防
災
士
認
証
者
数
十
八
万
名
達
成

2
0
2
0
年
2
月   

・
防
災
士
認
証
者
数
十
九
万
名
達
成

2
0
2
0
年
11
月   

・
防
災
士
認
証
者
数
二
十
万
名
達
成

2
0
2
0
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
〇
〇
、〇
二
二
名

2
0
2
0
年
12
月   

・
防
災
士
養
成
事
業
に
、
こ
れ
ま
で
に
31
府
県
及
び
66
市
区
町
の
自
治
体
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
6
自
治
体
が
住
民
を
対
象
に
資
格
取
得
助
成
実
施

❶❷



  　

防
災
士
第
一
号
が
誕
生
し
て
か
ら

約
１７
年
、防
災
士
認
証
者
数
は
２
０
２

０
年
１１
月
末
を
も
っ
て
累
計
２０
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
１２
月
、防
災
情
報
新
聞

の
発
行
や
災
害
時
避
難
標
識
の
普
及
、

防
災
人
材
の
育
成
等
に
取
り
組
ん
で

き
た
N
P
O
法
人
防
災
情
報
機
構

（
石
原
信
雄
会
長
）が｢
防
災
士
制
度
」

の
検
討
に
着
手
し
、「
防
災
士
制
度
研

究
会
」を
立
ち
あ
げ
、つ
づ
い
て「
防
災

士
制
度
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
防
災

士
制
度
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
防
災
士
制
度
推
進
委
員

会
」が
２
０
０
１
年
１２
月
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。同
委
員
会
は
わ
が
国
を
代

表
す
る
業
界
団
体
、官
界
O
B
、学
界

等
防
災
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、こ
こ
に

民
間
に
よ
る
国
民
運
動
と
し
て
防
災

士
制
度
創
設
の
動
き
が
本
格
化
し
ま

し
た
。な
お
、こ
の
防
災
士
制
度
推
進

委
員
会
の
推
進
者
が
今
日
の
日
本
防

災
士
機
構
の
中
核
を
な
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
12
月
、日
本
防
災
士
機

構
が
任
意
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、２

０
０
２
年
7
月
に
は
内
閣
府
か
ら
特

定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
認
証
さ

れ
、こ
こ
に
防
災
士
制
度
を
統
括
す
る

組
織
的
な
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。そ
し

て
２
０
０
３
年
３
月
に
防
災
士
制
度
推

進
委
員
会
に
よ
る「
防
災
士
制
度
」検

討
結
果
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
て
、防

災
士
制
度
が
本
格
的
に
動
き
始
め
ま

し
た
。
な
お
、防
災
士
制
度
の
提
唱

を
行
い
、制
度
設
計
に
係
る
実
務
の
全

て
を
担
っ
て
き
た
防
災
情
報
機
構
に
よ

り
防
災
士
制
度
は
日
本
防
災
士
機
構

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

日
本
防
災
士
機
構
草
創
期
か
ら
の

主
要
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

最
高
顧
問　
　
　
　

石
原　

信
雄

常
任
顧
問　
　
　
　

関
根　

則
之

評
議
員
会
議
長　
　

氏
家
齊
一
郎

会　

長　
　
　
　
　

貝
原　

俊
民

　

２
０
０
６
年
か
ら　
古
川
貞
二
郎

　

２
０
１
６
年
か
ら　
國
松　

孝
次

理
事
長　
　
　
　
　

宮
川　

知
雄

　

２
０
１
４
年
か
ら　
鈴
木　

正
明

　

２
０
１
８
年
か
ら　
髙
田　
　

恒

専
務
理
事　
　
　
　

玉
田　

三
郎

事
務
総
長　
　
　
　

橋
本　
　

茂

　

資
格
取
得
の
た
め
の
防
災
士
研
修

講
座
と
資
格
取
得
試
験
が
実
施
さ
れ

た
の
は
２
０
０
３
年
９
月
で
、そ
の
結
果

翌
１０
月
に
防
災
士
第
１
号
が
認
証

さ
れ
ま
し
た
。（
防
災
士
認
証
者
数

2
1
6
名
） 

  

以
後
、防
災
士
養
成
事
業
に
は
多
く

の
自
治
体
、大
学
等
教
育
機
関
が
参

加
し
、各
地
で
防
災
士
資
格
取
得
の
た

め
の
機
会
が
増
え
て
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
消
防
官
、警
察
官
、消
防
団
幹

部
及
び
日
本
赤
十
字
社

救
急
法
救
急
員
に
対
し

て
は
、そ
の
防
災
知
見
や

防
災
関
連
実
務
経
験
か

ら
防
災
士
資
格
取
得
に

際
し
て一定
の
要
件
を
免

除
す
る「
特
例
制
度
」が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
２
月
に

は
防
災
士
は
１
万
人
を

突
破
。２
０
１
２
年
３
月

に
は
５
万
人
を
、２
０
１

５
年
１１
月
に
は
１０
万
人

を
超
え
る
に
い
た
り
ま

し
た
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に

は「
防
災
士
１０
万
人
記

念
大
会
」を
東
京
都
千

代
田
区
の
憲
政
記
念
館
で
開
催
。安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
意
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、河
野
太
郎

防
災
大
臣
か
ら
祝
辞
を
賜
わ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、防
災
士
に
対
す
る
社
会
の

期
待
は
さ
ら
に
高
ま
り
、２
０
２
０
年

１１
月
に
防
災
士
数
は
２０
万
人
を
超
え

る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。 

　

防
災
士
有
資
格
者
の
活
動
も
年
々

活
発
と
な
り
、防
災
士
に
よ
る
団
体
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
各
地
に
誕
生
し
て
い

ま
す
。防
災
士
に
よ
る
唯
一の
全
国
団

体
で
あ
る
日
本
防
災
士
会
は
２
０
０
４

年
１０
月
に
発
足
。今
で
は
約
９
０
０
０

名
の
会
員
が
地
域
で
災
害
図
上
訓
練

や
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
住
民
への
防

災
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
が
頻
発
し
多
く
の
高
齢

者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ

う
し
た
災
害
は
い
つ
、ど
こ
で
起
き
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
首

都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

よ
う
な
国
難
規
模
の
災
害
に
備
え
る

こ
と
も
急
務
と
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た

な
か
で
防
災
士
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

２０
万
人
を
超
え
た
防
災
士
の
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
が
今
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

民
間
自
律
に
よ
る
国
民
運
動
と
し
て
推
進

　

地
域
防
災
力
を
底
上
げ
す
る
防
災
士

防
災
士
制
度
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

防
災
士
第
1
号
誕
生
か
ら
17
年
で
20
万
人
を
達
成

防
災
士
20
万
人

東
京
都

防
災
士
制
度
の
提
唱

多
く
の
自
治
体
、
教
育
機
関
が

事
業
に
参
加

わが国を代表する各種団体、有識者によって防災士制度推進委員会が組織された。（2001 年 12 月）

防災士第 1号の認証式

防災士 10 万人記念大会（2016 年 3 月） 防災士誕生 10 周年記念の集い（2013 年 10 月）

防災士認証者の推移（累計）
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愛
媛
県
は
、豊
か
な
山
や
海
に
囲
ま

れ
、温
暖
で
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
に
何
度
も
大

き
な
自
然
災
害
で
被
災
し
て
い
ま
す
。

近
年
に
お
い
て
は
、平
成
１３
年
に
発
生

し
た
芸
予
地
震
や
平
成
１６
年
に
来
襲

し
た
台
風
、平
成
３０
年
の
西
日
本
豪
雨

な
ど
に
よ
り
、大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、愛
媛
県
は
今
後
３０
年
以
内
に

７０
〜
８０
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る

強
震
断
層
域
に
ほ
ぼ
全
域
が
含
ま
れ

て
お
り
、こ
れ
ら
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、市
町
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
防
災・減
災
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共

助
」の
取
組
み
を
促
進
し
、県
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
全
体
で
自

主
的
に
防
災
活
動
に
取
り
組
み
、災
害

に
備
え
て
地
域
で
助
け
合
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
愛
媛
県
で
は
、地
域
防
災

の
中
心
的
役
割
を
担
う
自
主
防
災
組

織
の
結
成
に
努
め
た
結
果
、令
和
２
年

度
の
自
主
防
災
組
織
率
が
９３
．９
％
と
、

全
国
的
に
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
自
主
防
災
組
織
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、組
織
の
核
と
な
る
防

災
士
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、

平
成
２３
年
度
か
ら
、自
主
防
災
組
織
の

推
薦
を
受
け
た
人
を
対
象
に
県
と
市

町
で
費
用
を
負
担
し
て
、全
県
的
に
防

災
士
の
養
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
校
現
場
に
お
い
て
、総
合
的

に
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、平
成

２５
年
度
か
ら
市
町
立
学
校
の
教
職
員

を
、平
成
２７
年
度
か
ら
は
、県
立
学
校

の
教
職
員
の
防
災
士
養
成
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

　

更
に
災
害
時
に
お
い
て
、企
業
等
の

地
域
貢
献
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、令
和
元
年
度
か
ら
県
内
の

企
業
や
団
体
、社
会
福
祉
施
設
の
職

員
の
防
災
士
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、企
業
等
に
お
け

る
被
害
の
最
小
化
や
、企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

作
成
促
進
、行
政
と
の
連
携
強
化
な
ど

の
効
果
が
見
込
ま
れ
、地
域
全
体
の
防

災
力
強
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
愛
媛
県
で
は
、養
成
対

象
を
拡
充
す
る
な
ど
養
成
計
画
を
順

次
見
直
し
、現
在
で
は
年
に
１６
回
の
防

災
士
養
成
講
座
を
開
催
し
て
防
災
士

の
養
成
に
努
め
、地
域
防
災
力
の
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、愛
媛
県

で
は
令
和
２
年
１１

月
末
時
点
で
１
５
，

０
０
０
人
を
超
え

る
防
災
士
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
や

学
校
、職
場
で
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。ま
た
防
災

士
の
連
携
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、愛
媛
県
で
は

様
々
な
取
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
の
取
組
み

は
、「
愛
媛
県
自
主

防
災
組
織
・
防
災

士
連
絡
調
整
会
」

の
開
催
で
す
。県
内
の
自

主
防
災
組
織
や
防
災
士
の

連
携
・
交
流
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、平
成
２８
年
度

か
ら
県
内
各
市
町
の
自
主

防
災
組
織
や
防
災
士
の
代

表
者
、愛
媛
県
及
び
市
町

の
防
災
担
当
職
員
な
ど
で

構
成
し
た
連
絡
調
整
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
会

で
、県
内
の
自
主
防
災
士

組
織
や
防
災
士
の
活
動
事

例
の
ほ
か
、地
域
防
災
活

動
に
お
け
る
課
題
な
ど
を

共
有
し
、県
全
体
の
地
域

防
災
力
の
一
層
の
強
化
を

図
って
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
取
組
み
は
、「
え
ひ
め
自

助・共
助
推
進
フ
ェ
ア
」の
開
催
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、県
民
や
自
主
防
災
組
織
、

事
業
者
等
の
防
災
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、防
災
活
動
の一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、１２
月
１７
日
か

ら
２３
日
ま
で
を「
え
ひ
め
防
災
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。こ
の
週
間
中
の
事

業
と
し
て
、県
内
外
の
講
師
に
よ
る
講

演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、防
災
関
連
の
展

示・体
験
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
推
進
フェ

ア
を
開
催
し
て
い
ま
す
。県
下
各
地
の

自
主
防
災
組
織
関
係
者
や
防
災
士
を

は
じ
め
多
く
の
県
民
が
一
堂
に
会
し
、

最
新
の
防
災
知
識
や
技
術
、先
進
事

例
等
を
習
得・共
有
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
連
携・交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、県
全
体
の
地
域
防
災
力
の
底
上

げ
を
図
って
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
取
組
み
は
、愛
媛
県
消
防

学
校
に
お
い
て
防
災
士
や
自
主
防
災

組
織
の
役
員
を
対
象
と
し
た「
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」の
実
施
で

す
。こ
の
講
座
は
、５
つ
の
コ
ー
ス（
消
防

防
災
活
動
実
技
コ
ー
ス
、地
区
防
災
計

画
策
定
コ
ー
ス
等
）か
ら
な
り
、防
災
士

の
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
市
町
に
お
い
て
も
、防
災
士
連

絡
会
の
設
置
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
、防
災
講
演
会
の

実
施
な
ど
県
下
全
域
で
防
災

士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
って
い

ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

備
え
る
た
め
、引
き
続
き
日

本
防
災
士
機
構
と
緊
密
に
連

携
し
て
防
災
士
の
養
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、市
町
や
防
災

士
等
と
協
力
し
な
が
ら「
チ

ー
ム
愛
媛
」で
地
域
防
災
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

愛
媛
県
と
自
然
災
害

自
助
・
共
助
の
促
進
と

     

自
主
防
災
組
織
の
核
と
な
る
防
災
士
の
養
成

自
主
防
災
組
織
と
防
災
士

防
災
士
を
活
用
し
た

地
域
防
災
力
の
底
上
げ

自
治
体
の
取
り
組
み
：
愛
媛
県

防
災
士
の
現
場

愛
媛
県

えひめ自助・共助推進フェア

愛媛県自主防災組織・防災士連絡調整会

防災士養成講座
地域防災リーダー養成講座

えひめ自助・共助推進フェアの体験ブース
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広
島
は
市
内
に
6
本
の
美
し
い
川

が
流
れ
る
こ
と
か
ら「
水
の
都
」と
呼

ば
れ
、そ
の
起
源
は
1
5
8
9
年
に

毛
利
輝
元
が
太
田
川
デ
ル
タ
の
大
き

な
三
角
州
に
広
島
城（
別
名
「
鯉

城
」）を
築
い
た
時
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。こ
の
三
角
州
が
大
き
な
島
に
見

え
た
こ
と
か
ら「
広
島
」と
名
付
け

ら
れ
、そ
の
後
、広
島
は
毛
利
、福
島
、

浅
野
氏
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、西

国
一の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

現
在
、中
四
国
一の
大
都
市
と
な
っ

た
政
令
指
定
都
市「
広
島
市
」は
、

工
業
・
商
業
が
盛
ん
で
す
。ま
た
、海
・

山
の
豊
富
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
農
業
・
漁
業
も
盛
ん
で

あ
る
た
め
、日
本
の
縮
図
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、多
く
の
人
が
集
ま
り
、自

然
か
ら
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
多
く
の
人
が

自
然
の
脅
威
と
も
隣
合

わ
せ
に
あ
る
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。加

え
て
、広
島
県
の
土
砂

災
害
危
険
箇
所
は
全
国

一
の
約
4
8,
0
0
0
箇

所（
令
和
２
年
６
月
現

在
）で
、土
壌
は
、水
を
含

む
と
も
ろ
く
、崩
れ
や
す

い
性
質
を
持
っ
て
い
る
、

「
ま
さ
土（
花
崗
岩
が
風

化
し
た
土
）」が
広
が
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、近
年
で
も
、

平
成
26
年
8
月
豪
雨
、平
成
30
年
７

月
豪
雨
と
2
度
の
大
規
模
な
災
害

を
経
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
の
教
訓
か
ら
、広

島
市
で
は
、豊
か
な
自
然
か
ら
の
恵

み
を
受
け
取
り
つ
つ
、安
全
安
心
に
暮

ら
す
た
め
に
、一
人
ひ
と
り
が
災
害
を

「
我
が
こ
と
」と
し
て
捉
え
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

広
島
市
は
平
成
26
年
8
月
豪
雨
や

平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
全
国

の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を

原
資
に
防
災
ま
ち
づ
く
り
基
金
を

設
置
し
、こ
の
基
金
を
活
用
し
て

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
の
中
で
、特

に
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
が
、

防
災
士
の
資
格
取
得
制
度
を
活
用

し
た
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

で
す
。広
島
市
は
、自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
が
1
0
0
％
で
あ
り
、市

内
に
は
約
1,
9
0
0
の
自
主
防
災

組
織
が
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
自

主
防
災
組
織
全
て
に
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
に
養
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、

防
災
に
関
す
る
知
識
と
行
動
で
、行

政
と
地
域
住
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
動
し
、地
域
の
防
災
力
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
、防
災
士
双
方
と
も
本
格

的
な
悩
み
は
資
格
取
得
後
か
ら
始

ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。防
災
活
動
を
行
う
場
が
な
い
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
機
会
が
な
い
と

い
っ
た
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。広
島
市
で

は
、防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
得
た
知
識
や
経

験
を
用
い
て
地
域
で

活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、い
く
つ
か

の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、活
動
す
る

場
が
な
い
と
い
っ
た
状

況
に
対
応
す
る
た
め

に
、防
災
士
養
成
講

座
の
受
講
申
し
込
み

に
い
く
つ
か
条
件
を

付
し
て
い
ま
す
。こ
の

中
で
も
、「
地
域
の
自

主
防
災
組
織
の
会
長
の

推
薦
を
い
た
だ
く
こ
と
」

と
、「
会
長
に
連
絡
先
等

の
情
報
が
載
っ
た
名
簿

の
提
供
を
了
承
す
る
こ

と
」の
２
つ
の
条
件
は
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
自
主
防
災
組
織
の

関
係
を
密
接
な
も
の
に
し
、こ
れ
に

よ
り
、地
域
の
防
災
活
動
の
中
心
を

担
う
自
主
防
災
組
織
の一
員
と
し
て
、

資
格
取
得
後
に
地
域
で
ス
ム
ー
ズ
に

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、広
島
市
で
は
、資
格
取
得

後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、大

学
等
の
講
師
を
招
い
て
防
災
に
関
す

る
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、か
つ
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
交
流
を

深
め
る
場
で
あ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
年
に
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
、活

動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ツ
ー
ル
や
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
等
も
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
度
地
域
で
こ
う
い
う
こ
と
を

し
よ
う
と
思
う
ん
じ
ゃ
が
、ど
う
思

う
？
」

　
「
初
め
て
地
域
で
H
U
G
を
や
っ

て
み
ま
し
た
！
と
て
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
！
」

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
方
が
、時
に
は

悩
ま
し
気
に
、時
に
は
楽
し
そ
う
に

地
域
で
の
活
動
の
話
し
を
し
て
く
れ

ま
す
。初
め
は
一
人
で
活
動
し
て
い
た

方
が
、同
じ
地
域
の
仲
間
が
で
き
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、と
て
も
心
強
く
思

い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
で
広
島
市
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
事
業
は
７
年
目
を

迎
え
、総
養
成
者
数
も
1,
0
0
0

人
を
超
え
る
予
定
で
す
。今
後
も
、

一
人
ひ
と
り
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
、住

ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
、地

域
と
と
も
に
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に

引
き
続
き
養
成
、サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
士
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、地
域
で
活
躍
す
る
防
災
士
へ

「
広
島
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

広
島
市
の
歴
史
と
風
土

広
島
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

地
域
と
と
も
に

本
格
的
な
悩
み
は
資
格
取
得
後
か
ら

自
治
体
の
取
り
組
み
：
広
島
市

防
災
士
の
現
場

広
島
市

広島市防災士養成講座（令和 2年度開催）
防災キャンプ（小学校での宿泊体験）

地域防災リーダーが企画・運営を行った防災キャンプ

わがまち防災マップ作成（まち歩き）

ぼうさいこくたい2020　HIROSHIMAに出演した
防災リーダー

地域防災リーダーとして活動するためのヒント集～広島市HPから抜粋～

普
及
啓
発
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

「
た
ち
ま
ち
防
災
」
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日
本
防
災
士
会（
東
京
都
千
代
田

区
。松
尾
好
將
理
事
長
。会
員
数
約
９

千
名
）は
全
国
各
地
に
支
部
を
組
織

し
、地
域
に
密
着
し
た
防
災
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
際
し
て
は
、感
染
症
予
防
に
配
慮

し
た
避
難
所
の
開
設
と
運
営
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
が
２
０
２
０
年
６
月
に「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

た
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
発
表
し
、こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
訓
練
が
各
地
で
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。従
来
の
対
応

に
は
な
か
っ
た「
事
前
受
付
の
設
置
」、

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」、「
検
温
、消
毒
、換
気
」

等
々
の
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

日
本
防
災
士
会
各

県
支
部
で
は
、と
く
に

多
年
に
わ
た
っ
て
連
携

を
深
め
、災
害
図
上
訓

練
や
避
難
所
訓
練
に

協
力
し
て
き
た
自
治

体
に
お
い
て
積
極
的
に

訓
練
の
指
導
、協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
埼
玉
県
、千
葉
県
、

新
潟
県
、富
山
県
、奈
良
県
、高
知
県
、

長
崎
県
等
で
の
訓
練
実
施
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、今
後
も
感
染
症
対
策
を
施

し
た
避
難
所
訓
練
で
の
日
本
防
災
士

会
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
防
災
士
会
で
は
日
本
放
送
協

会・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
各
放
送
局
に
対
し
て
災

害
情
報
を
提
供
す
る
協
定
の
締
結
を

進
め
て
お
り
、２
０
２
０
年
１１
月
末
現

在
で
３9
の
道
県
支
部
が
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
災
害
発
生
時
の
地

域
の
状
況
」、「
被
害
状
況
や
必
要
と

す
る
支
援
」、さ
ら
に
は「
災
害
に
備
え

た
平
常
時
の
防
災
対
策
」等
を
日
本

防
災
士
会
の
支
部
、会
員
が
N
H
K
に

提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

的
確
な
地
域
に
密
着
し
た
情
報
の

提
供
は
住
民
の
命
を
救
う
た
め
に
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
、日
本
防

災
士
会
で
は
全
都
道
府
県
で
の
協
力

体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
防
災
士
会
新
潟
県
支
部（
西

潟
清
二
支
部
長
）は
情
報
や
I
T
ス
キ

ル
の
高
い
会
員
に
よ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
期
に
お
い
て
も
リ

モ
ー
ト
形
式
の
会
議
、研
修
を
継
続
す

る
な
ど
活
発
な
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

2
0
2
0
年
7
月
10
日
に
は
佐
渡

市
新
穂
地
区
で「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
行

動
と
避
難
所
運
営
」と
題
し
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
講
演
を
実
施
。３
密
を
避
け
た

大
き
な
会
場
で
、入
場
者
を
自
主
防

災
会
の
役
員
に
限
定
し
て
開
催
。講
演

者
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド・マ
ス
ク
着
用
し
て

細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
て
の
講
演
は
好

評
で
、県
紙
の
新
潟

日
報
や
地
元
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
局
サ
ド
テ
レ
ビ
に

そ
の
様
子
が
と
り
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。な

お
同
地
区
で
は
、10

月
25
日
に
も
同
内
容

で
防
災
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１２
日
に
は
新

潟
市
に
お
い
て
も
学

校
職
員
、行
政
職
員

等
を
対
象
に
、実
際

の
避
難
所
で
あ
る
小

学
校
を
使
用
し
て
避

難
所
運
営
検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。受
付
の
設
置
場
所
、避
難
者
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
、陽
性
者
等
の
導
線
や
避

難
者
に
必
要
な
面
積
確
認
な
ど
を
行

い
な
が
ら
問
題
点
や
課
題
等
を
検
討

し
、よ
り
実
践
的
な
避
難
所
の
運
営
の

あ
り
方
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。実

際
の
現
場
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
の
で
、リ
ア
ル
な
問
題
点
や
課
題

が
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

9
月
28
日
に
は
N
H
K
と
の「
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、１１
月
１４
日
に
N
H
K
の

担
当
職
員
を
招
い
て
ス
マ
ホ
を
用
い
た

「
災
害
時
の
情
報
提
供
の
実
践
演
習
や

リ
ポ
ー
ト
の
や
り
方
な
ど
」を
は
じ
め
、

他
県
放
送
局
の
事
例
紹
介
な
ど
を
交

え
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

 

10
月
11
日
に
は
、日
本
防
災
士
会
北

信
越
支
部
連
絡
協
議
会
の
研
修

会「
2
0
1
1
年
糸
魚
川
市
駅

北
大
火
と
復
興
の
状
況
」を
開

催
。Z
O
O
M
を
使
っ
て
新
潟
、

富
山
、石
川
、福
井
、長
野
の
各

県
支
部
会
員
に
配
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
女
性
部
会
の
活
動
も
活

発
で
12
月
22
日
に
は
柏
崎
市
で
、

女
性
防
災
士
研
修
会「
地
区
防

災
計
画
を
考
え
る
」を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
研
修
で
は
、中
越

沖
地
震
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
の「
ま

ち
か
ら
」を
見
学
し
た
後
、女
性

の
視
点
を
活
か
し
た
地
区
防
災

計
画
の
推
進
に
つい
て
学
び
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
潟
県
支
部
は
、

最
新
I
T
の
活
用
、防
災
最
新

情
報
に
よ
る
啓
発
、女
性
の
視

点
か
ら
の
防
災
推
進
と
、多
様

な
活
動
を
進
め
る
モ
デ
ル
的
な

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た

避
難
所
訓
練

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
や

災
害
時
の
情
報
提
供
・
N
H
K
と
の
協
力
協
定
を
進
め
る

N
H
K
と
の
協
定
進
む

日
本
防
災
士
会
新
潟
県
支
部  

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
活
動

北信越支部連絡協議会でのＺＯＯＭ配信（糸魚川市）

ＮＨＫとの協定を締結（ＮＨＫ新潟放送局） 新潟県支部が主催した女性防災士研修会（柏崎市）

小千谷市職員防災研修会の
ＺＯＯＭ配信をサポート（小千谷市）

日
本
防
災
士
会
・
全
国
各
地
で
防
災
啓
発
活
動
を
推
進

防
災
士
の
現
場

東
京
都

新
潟
県

理事会の様子

危機管理産業展に出品

佐渡市で行われた防災講習会

富山市で行われた避難所運営説明会。「新型コロナ感染症対策における避難・避難所運営のあり方」と題して
日本防災士会富山県支部の佐伯邦夫事務局長が講演
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２
０
２
０
年
１
月
２５
日
、岐
阜
県
加
茂
郡

川
辺
町
の
川
辺
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

「
近
年
の
地
震
災
害
に
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、

「
防
災
・
減
災
公
開
講
座
㏌
岐
阜
」を
開
催

し
ま
し
た（
参
加
者
２
３
０
名
）。

　

第
一
部
と
し
て
、岐
阜
大
学
工
学
部
社
会

基
盤
工
学
科
の
能
島
暢
呂
教
授
よ
り
講
演

が
行
わ
れ
、近
年
の
地
震
災
害
の
教
訓
か
ら
、

地
震
や
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
話
が
あ
り
、巨
大
地
震
な
ど
の
国
難
に

備
え
る
た
め
に
、災
害
に
対
し
て
正
し
い
知

識
を
持
っ
た
人
材
を
地
域
社
会
の
中
で
育
て

る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、岩
井
慶
次
氏
、岩
茸
伸
一氏
、

森
康
浩
氏
、伊
藤
美
枝
子
氏
、可
知
映
羽
氏

か
ら
各
１５
分
間
、防
災
士
と
し
て
の
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
１０
月
１７
日
、東
京
都
千
代
田
区
一
番

町
の
全
国
町
村
議
員
会
館
に
お
い
て
、日
本
防
災
士

機
構
及
び
日
本
防
災
士
会
が
主
催
し
、国
土
交
通

省
が
共
催
し
て「
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め

て
９５
名
で
し
た
。　
第
一
部
で
は
、講
師
の
河
川
情
報

セ
ン
タ
ー
鮎
川
一
史
参
事
よ
り「
大
規
模
水
害
に
備

え
る
〜
マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。本
研
修
会
は
、国
土
交
通
省
が「
マ

イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」の
普
及・啓
発
に
取
り
組
ん
で
お

り
、防
災
士
が
全
面
的
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
師
の
鮎
川
参
事
は
、国
交
省
が
作
成
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
教
材
を
使
っ
て
、防
災
士
が
地
域
住
民
に
、

ど
う
マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
指
導
す
る
か
と
い
う
視

点
で
詳
し
く
解
説
さ
れ
、実
践
型
の
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、国
土
交
通
省
水
管
理・国
土
保
全

局
河
川
環
境
課
の
西
川
雅
規
課
長
補
佐
よ
り
、国

交
省
の
マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
普
及
に
つ
い
て
現
況
を

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
が
成

功
裡
に
終
了
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、２
０
２
０
年
度

中
に
名
古
屋
、大
阪
市
で
も
同
形
式
の
研
修
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
防
災
・
減
災
公
開
講
座
㏌
岐
阜
」

近
年
の
地
震
災
害
に
学
ぶ

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
開
催

能島暢呂岐阜大学工学部
社会基盤工学科教授による講演

防
災
士
ト
ピ
ッ
ク
ス

東
京
都

埼
玉
県

岐
阜
県

大
阪
府

「
防
災
・
減
災
公
開
講
座
」・
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

公開講座岐阜会場全景

鮎川参事による講演西川課長補佐による講演

　

足
立
区
の
研
修
会
は
、足
立
区
と
日
本

防
災
士
機
構
が
共
催
で
企
画
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
で
は
、当
機
構
の
事
務
総
長
橋

本
茂
に
よ
る
、「
大
規
模
災
害
と
避
難
所

〜
防
災
士
の
役
割
〜
」と
題
し
て
、講
演

と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
日
、大
阪
市
立
阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー

で
、近
畿
地
方
郵
便
局
長
協
会
の
防
災

士
等
が
参
加
し
、震
度
７
の
地
震
体
験
や

消
火
・
減
災
に
つ
い
て
体
験
学
習
を
行
い
、

会
場
を
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
移
し
、被
災
現
場
で
の
防
災
士
の

活
動
に
つ
い
て
等
を
座
学
で
学
び
ま
し
た
。

　

各
研
修
会
で
は
大
規
模
災
害
時
に
防

災
士
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・
行
動
が
再
認

識
さ
れ
、参
加
者
の
好
評
を
得
ま
し
た
。
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防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会  「

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
研
修
会

国
土
交
通
省
と
連
携
し
た
住
民
啓
発
目
指
す

日
本
防
災
士
機
構
で
は
、防
災
士
か
ら
の
要
望
に
応
え
、

防
災
士
の
知
見
強
化
に
資
す
る
最
新
の
防
災
情
報
の
提
供
と
あ
わ
せ
、

国
民
に
分
り
や
す
い
防
災
啓
発
の
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
列
島
縦
断　
防
災・減
災
公
開
講
座
」を
２
０
１
８
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
１１
月
１２
日
、主

催
さ
い
た
ま
市
、共
催
日
本
防

災
士
機
構
に
よ
り
、さ
い
た
ま

市
消
防
庁
舎
に
お
い
て「
防
災
士

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」を
実

施
し
ま
し
た（
参
加
者
３１
名
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
に
お

け
る
感
染
拡
大
防
止
策
を
施

し
た
た
め
、定
員
数
を
大
幅
に

削
減
し
て
実
施
し
ま
し
た
。研

修
会
で
は
、当
機
構
の
事
務
総

長
橋
本
茂
に
よ
る「
近
年
の
複

合
災
害
と
避
難
〜
自
助
・
共
助

で
地
域
を
守
る
」を
テ
ー
マ
に
、

さ
い
た
ま
市
在
住
の
防
災
士
資

格
を
有
す
る
消
防
団
員
を
対

象
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
在
宅

避
難
や
分
散
避
難
な
ど
の
新
し

い
避
難
の
考
え
方
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
考
え
方
や
避
難
所
設
置
・
運

営
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、第
２

部
と
し
て
、さ
い
た
ま
市
総
務

局
危
機
管
理
部
の
髙
埜
隆
防
災

大阪市立阿倍野防災センターで震度 7を体験

橋本事務総長による講演

大
阪
府
大
阪
市

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
：
40
名
）

課
長
よ
り
、「
複
合
災
害
に
関

す
る
危
機
管
理
」を
テ
ー
マ
に
、

複
合
災
害
に
対
す
る
、さ
い
た

ま
市
の
防
災
備
蓄
や
避
難
所
の

確
保
状
況
な
ど
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
方
自
治
体

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、地
域
防
災

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
全
国

的
に
展
開
し
て
い
く
計
画
で
す
。

各班検討風景

　
２
０
２
０
年
２
月
１
日
、東
京
都
足
立
区
と
大
阪
府
大
阪
市
で

「
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、最
新
の
防
災
情
報
・
知
識
を
防
災
士
に
情
報
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
足
立
区

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
：
156
名
）
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日
本
防
災
士
機
構
：
防
災
士
表
彰

表
彰
制
度

奈
良
県

宮
城
県福

岡
県

大
分
県

熊
本
県

宮
崎
県

愛
媛
県

鳥
取
県

（50音順）

団
体
の
部
　
選
考
理
由  

50
音
順

個
人
の
部
　
選
考
理
由  

50
音
順

福
岡
県
　
天
野 

時
生 

防
災
士

　

2
0
0
6
年
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、2
0
0
8
年
に

地
元
公
民
館
で「
楽
し
く
学
ぶ
防
災
講
座
」を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
後
幼
稚
園・小
学
校
や
各
団
体
に
お
い
て
も
順
次
開
設
し
て
、

現
在
、こ
の
講
座
は
那
珂
川
市
全
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
に
当
た
ら
れ
、

と
く
に
朝
倉
市
に
お
い
て
は
自
発
的
な
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
今
日
も
活
動
を
継
続
し
、生
活
復
興
、

農
業
再
建
等
、復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
模
範
的
な
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

大
分
県  
田
中 

昭
次 

防
災
士

　

多
年
に
わ
た
り
日
本
防
災
士
会
大
分
県
支
部
長
を
務
め
る
と

共
に
、2
0
1
6
年
に
は
地
元
宇
佐
市
で
防
災
士
会
を
設
立
し

て
避
難
訓
練
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、県
内
各
地
の
防
災
学
習
会
で
講
師
を
務
め
て

い
ま
す
。熊
本
地
震
に
際
し
て
は
自
社
の
重
機
を
益
城
町
に
運
ん

で
が
れ
き
撤
去
に
当
た
っ
た
ほ
か
、2
0
1
7
年
九
州
北
部
豪

雨
、2
0
1
9
年
台
風
第
19
号
に
際
し
て
も
、社
会
福
祉
協
議
会
、

建
設
業
協
会
等
と
連
携
し
て
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
尽
力
し
ま
し
た
。

熊
本
県   

福
本 

雅
子 

防
災
士

　

熊
本
地
震
以
後
、定
期
的
に
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
て
生
活
必
需

品
を
届
け
る
な
ど
、被
災
者
に
寄
り
添
い
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、女
性
の
視
点
か
ら
災
害
時
の
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
普

及
啓
発
や
障
害
者
への
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、

熊
本
県
の
学
校
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、高
校・支
援
学
校
に

お
い
て
毎
年
避
難
訓
練
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
小
学
生
への
防
災
指
導
を
行
う
な
ど
、女
性
防
災
士
と

し
て
模
範
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
　
吉
金
　
茂 

防
災
士

　

2
0
0
5
年
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、2
0
1
1
年
か
ら

は
市
内
全
41
地
区
の
防
災
士
等
の
代
表
者
82
人
で
構
成
す
る「
松

山
市
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」の
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。2
0
1
5
年
度
に
五
明
地
区
が
内
閣
府
地
区
防
災
計
画
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、全
国
に
先
駆
け
て
実
践
的
な

地
区
防
災
計
画
の
作
成
を
主
導
す
る
な
ど
、松
山
市
に
お
け
る
防

災
士
活
動
、自
主
防
災
活
動
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
宮
崎
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

　

2
0
0
7
年
に
台
風・竜
巻
災
害
を
契
機
に
防
災
士
32
人
、3
支
部

で
設
立
し
た
宮
崎
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、日
常
的
に
県・市
町

村・地
域・学
校・企
業
の
防
災
講
座・訓
練
等
の
指
導
協
力
に
当
た
る
と

と
も
に
、宮
崎
県・市
町
村
の
防
災
士
養
成
研
修
に
協
力
し
て
、新
た
な

防
災
士
の
育
成
に
努
め
、現
在
は
会
員
9
5
8
人
、10
支
部
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
災
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を

開
催
す
る
な
ど
、県
下
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
防
災
士
団
体
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
模
範
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

奈
良
県
防
災
士
会 

 
　

2
0
0
8
年
に
結
成
さ
れ
た
奈
良
県
防
災
士
会
は
、奈
良
県
を
は

じ
め
24
自
治
体
か
ら
委
託
さ
れ
て
防
災
講
演・防
災
訓
練
の
企
画
立

案・指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。2
0
1
4
年
か
ら
は
理
事
長
が
奈

良
県
防
災
会
議
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
地
域
防
災
計
画
の
推
進
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、多
く
の
会
員
が
奈
良
県
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
さ
れ
、法
隆
寺
で
の
大
規
模
避
難
訓
練
に
当

た
る
な
ど
県
内
各
地
で
地
域
住
民
、小
中
学
生
等
に
対
す
る
防
災
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、大
き
な
成
果
を
納
め
て
い
ま
す
。

宮
城
県
北
部
地
区
郵
便
局
長
会  

　

宮
城
県
北
部
地
区
郵
便
局
長
会
は
、所
属
す
る
郵
便
局
長
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
防
災
士
会
み
や
ぎ（
日
本
防
災
士
会
宮
城
県
支
部
）に
積
極
的

に
加
入
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
セ
ッ
ト
の
寄
贈
、訓
練
参
加
な
ど
防
災
士
会
み

や
ぎ
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
か
ら
は
防
災
士
会
み
や
ぎ
と
大
崎
市
と
の
協
定
に
基
づ

い
て
郵
便
局
長
防
災
士
が
自
治
会
の
自
主
防
災
訓
練
の
指
導
に
当
た

る
ほ
か
、2
0
1
9
年
の
台
風
第
19
号
に
際
し
て
は
局
長
会
と
し
て
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
伯
耆
地
区
郵
便
局
長
会  

　

鳥
取
県
伯
耆
地
区
郵
便
局
長
会
は
、2
0
0
6
年
日
本
防
災
士

会
鳥
取
県
支
部
設
立
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、各
支
部
の
活
動

が
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
代
に
高
齢
者
宅
の
家
具
固
定
活
動
に
取
り

組
む
な
ど
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
支
部
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
は
鳥
取
県
中
部
地
震
に
際
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
ほ
か
、現
在
も
鳥
取
県
等
と
協
力
し
て
、子

供
た
ち
を
対
象
と
し
た
防
災
イ
ベン
ト
の
開
催
や
、鳥
取
県
及
び
市
町
村

の
防
災
フェア
参
加
な
ど
、県
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
防
災
士
表
彰
制
度
は
、防
災
士
と
し
て
の
活
動
及
び
社
会
貢
献
活
動
等
に
関
し
て
顕
著
に
し
て
他
の
模
範
と
な
る
大
き
な
功
労
が
あ
っ
た

防
災
士
又
は
防
災
士
の
グ
ル
ー
プ・団
体
に
対
し
、こ
れ
を
称
え
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、防
災
士
全
体
の
志
気
を
高
め
、

活
動
意
欲
の
増
進
を
期
待
す
る
と
共
に
、防
災
士
制
度
の
更
な
る
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、2
0
1
6
年
に
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
4
回
目
の
表
彰
と
な
り
ま
す
が
、今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
東
京
で
の
表
彰
式
を
取
り
止
め
、國
松
孝
次
会
長
の
名
代
と
し
て
、

髙
田
恒
理
事
長
が
晩
秋
に
受
賞
者
の
地
元
に
赴
き
、表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

2
0
2
0
年「
防
災
士
功
労
賞
」の

表
彰
式
を
8
受
賞
者
の
地
元
で
行
い
ま
し
た
。
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阪神・淡路大震災の教訓から防災士は誕生しました。

　いま、多くの自治体では防災士の養成が地域防災力向上に
有効であると認識され、これまで約 440の自治体が公費をもっ
て防災士の養成に取り組んでいます。また、地域の防災活動
のリーダーとして、自治体が委嘱する地域防災コーディネー
ターなどに、防災士が指名されたり、日本防災士会との防災
協定締結の事例も増えています。
     さらに、多くの自治体が地区防災計画の推進等に防災士の
活用を進めており、防災訓練はもとより、市民の防災意識啓
発についても防災士の役割が期待されています。

災害からの被害を最小限にとどめる、
地域防災力の担い手が「防災士」です。

　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊や家具の転倒の下敷き
となった人々の約８割を家族や近隣住民が救助した事で災害
時の民間力がクローズアップされました。こうした経験等を
教訓にして生まれたのが、地域の防災力の担い手となる防災
士です。
　地域住民の一人ひとりが、防災と減災の知識や技能を身に
つけて、災害に遭った時には、地域の人々が協力し合って被
災した人を救助したり、火災の初期消火等に努め、被害を最
小限にくい止め、地域全体が ”生き延びること” が重要です。

防災士は、災害時の避難所の運営、被災地支援ボランティア活動等にも 取り組みます。

〈我が家の安全〉
　家族と共に災害を予め想定して、我が
家の安全を図ること。 家の耐震補強、家
具固定、備蓄品の用意、家族間での安否
確認方法のとり決め、避難所や避難路の
確認など、家族が事前に備えることで被
害を軽減できることを実践しましょう。

〈職場の安全〉　
　職場の理解と協力のもと、建物の耐震
性の確認、ロッカーや書類庫・事務機等
の固定、水・食糧の備蓄、安否確認の方
法等、災害対応マニュアル作成やＢＣＰ
（事業継続計画）の整備に積極的に参画
しましょう。

〈地域の安全〉
　普段から消防団、自主防災組織、ボラ
ンティア組織などの活動に積極的に加わ
り、近隣とのつながりを大事にし、顔と
顔が見える関係をつくり上げるよう心掛
ける共に、各地域での「地区防災計画」
の推進に協力していきましょう。

地域自治体と連携した防災意識の啓発活動に、
防災士の活躍が期待されています。

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    
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認定特定非営利活動法人日本防災士機構

防災士研修
講座の受講

救 急 救 命
講 習 受 講

防
災
士
認
証
登
録
申
請

防
災
士
資
格
取
得

防災士資格取得
試験受験・合格

消防署・日本赤十字社等

日本防災士機構  防災士20 万人を達成
自治体の取り組み 愛媛県
自治体の取り組み  広島市
防災士会の取り組み日本防災士会

日本防災士機構 「 防災・減災公開講座」
防災士フォローアップ研修会 
日本防災士機構「防災士表彰」

防災士REPORT 2020

200,022名
（2020 年 11月現在）

全国に防災士は

防災士養成・活動事業 実施事例特集

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

国土交通省との共催『マイ・タイムライン』研修会




